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11
月
24
日
、
令
和
3
年
度
鳥
取
県
教
育

委
員
会
表
彰
が
白
兎
会
館
（
鳥
取
市
）
で

行
わ
れ
、
日
野
中
学
校
３
年
生
の
小
倉
啓

太
郎
さ
ん
（
下
黒
坂
）
が
受
賞
し
、
12
月

23
日
、
役
場
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
芸
素
行
な
ど
が
優
秀
で
、
他

の
模
範
と
な
る
生
徒
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
小
倉
さ
ん
は
、
２
年
生
か
ら
生
徒
会

長
を
務
め
、
各
行
事
や
委
員
会
活
動
を
先

頭
に
立
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
地
域
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

後
輩
の
手
本
と
な
る
よ
う
に

小
倉
啓
太
郎
さ
ん
が
鳥
取
県
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞

表彰状を手に喜ぶ小倉さん

第 101回

協力：日野町歴史民俗資料館友の会

　
早
い
も
の
で
こ
の
連
載
も

101

回
目
！
今
年
も
新
た
な
気
持
ち

で
日
野
の
面
白
い
言
葉
を
掘
り

下
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
郷
土
料
理
「
じ
ゃ

ぶ
（
汁
）」
の
由
来
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
正
月
番

組
に
て
、
日
野
町
の
「
イ
ノ
シ

シ
の
じ
ゃ
ぶ
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
す
（
決
し
て
ネ
タ

切
れ
で
は
な
い
）。

　「
じ
ゃ
ぶ
」
は
、
県
内
全
域
で

親
し
ま
れ
て
い
る
料
理
で
、
肉
や

豆
腐
、
野
菜
な
ど
た
っ
ぷ
り
の
具

材
を
大
鍋
で
煮
た
も
の
で
す
。

　
日
野
地
域
で
は
鶏
肉
や
イ
ノ

シ
シ
肉
を
使
い
ま
す
が
、
東
部

で
は
な
ん
と
肉
の
代
わ
り
に
ウ

グ
イ
を
入
れ
た
り
と
、
地
域
に

よ
っ
て
具
材
は
さ
ま
ざ
ま
。

　
そ
の
「
じ
ゃ
ぶ
」
の
由
来
で

す
が
、
た
く
さ
ん
の
具
材
を
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
投
入
す
る
事
に
よ
る

も
の
、
煮
る
う
ち
に
素
材
か
ら

水
分
が
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
出
る
か

ら
と
い
う
も
の
の
ほ
か
、「
余
り

物
」
の
こ
と
を
じ
ゃ
ぶ
と
呼
ぶ

か
ら
、
と
い
う
変
わ
り
種
も
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
あ
、
難
し
い
こ
と
は
考
え

ず
に
、
今
夜
は
じ
ゃ
ぶ
汁
に
し

よ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

ボ
ク
シ
ン
グ
と
は
関
係
な
さ
そ
う
…

【鳥取県西部広域行政組合からのお知らせ】

各種手続の押印が不要となりました

《押印の義務付けを廃止した主な手続き》
▼一般家庭のごみをリサイクルプラザへ搬入する
　とき　※運転免許証等の確認を行います。
▼発電設備・変電設備・蓄電池設備などを設置し
　たとき
▼防火対象物（飲食店、共同住宅、事務所など）の
　使用を開始するとき
※その他の押印を廃止する申請書等については、
組合ホームページで確認できます。

【問合せ先】
・鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
（電話0859-22-7722）
・リサイクルプラザに関すること
⇒リサイクルプラザ（電話0859-68-4071）
・消防に関すること⇒消防局（電話0859-35-1951）

組合の各種手続について、住民や事業者の皆さん
の利便性向上のため、提出する申請書などへの押
印を令和 3年 12月 1日から省略することができ
るようになりました。

　12 月 16 日、「はるかの絆ひま
わりプロジェクト」で収穫したヒ
マワリの花茎から種を取り出す作
業を、日野高校生徒会と地域のボランティアの皆
さんが協力して行いました。
　今夏、町内のさまざまな場所で咲き誇ったはる
かのひまわり。収穫された種は、今後日野高校か
ら米子南高校に引き継ぎが行われ、町内でもさま
ざまな場所で、はるかのひまわりの輪を広げてい
く予定です。

来夏に繋げよう！ひまわりの輪
「はるかのひまわり」種の収穫と選別

思いやりの輪を次
につなげるために
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【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】 町職員が町職員が
オススメする１冊♪　オススメする１冊♪　

"今読みたい本〟が"今読みたい本〟が
　　 見つかるかも！　　 見つかるかも！

『お探し物は図書室まで』
青山　美智子　著　/　ポプラ社

　「お探し物は、本ですか？ 仕事ですか？ 人生ですか？」
　仕事や人生に行き詰まりを感じている５人がふとしたきっかけで訪れた、
町の小さな図書室。相談者は誰にも言えなかった本音や願望を、不愛想だけ
ど聞き上手な司書さんに話してしまいます。話を聞いた司書さんが、図鑑、
絵本、詩集と、一風変わった選書をしてくれるのですが、選書一覧を印刷し
た紙と一緒に、相談者には、「本の付録」として、とある物が渡されます。そ
こから物語は展開していき…。
　司書さんを軸にして、年齢も性別も立場も違う５人の主人公に焦点を当て
た短編集。ささいなきっかけから、自分が本当に「探しているもの」に気が付き、
そっと背中を後押しする、そんな温かみのある小説です。「本は作り手の狙い

とは関係のないところで、そこに書かれた幾ばくかの言葉を、読んだ人が自分自身に紐付けて、その人
だけの何かを得るんです」（本文より）
　この本を読む人によっては、現実の人生にふと重なるものがあるかもしれません。

この本を紹介

してくれたのは…

健康福祉課内にある地域包括支援センターにて
勤務しています。仕事内容は、介護や健康など
の側面から高齢者の皆さんを支える、総合相談
窓口のような役割を担っています。相談ごとな
どありましたら、誠実に対応しますのでお気軽
に相談してください。よろしくお願いします。

健康福祉課

音
お ん だ

田　幸
ゆ き ま さ

真 主任

ス
マ
イ
ル
で
敬
礼

中
口
遥
さ
ん
が
黒
坂
警
察
署
の
一
日
警
察
署
長

▲一日警察署長
として「敬礼！」
◀防災行政無線
放送の録音を行
う中口さん

　

12
月
16
日
、
日
野
高
校

出
身
で
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
エ
ア

ラ
イ
フ
ル
に
出
場
し
た
中

口
遥
さ
ん
が
、
黒
坂
警
察

署
の
一
日
警
察
署
長
を
務

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
末
年
始
特

別
警
戒
取
り
締
り
な
ど
の

一
環
。
中
口
さ
ん
は
出
発

式
で
訓
示
を
行
っ
た
後
、

広
報
パ
レ
ー
ド
に
出
動
す

る
パ
ト
カ
ー
を
敬
礼
し
て

送
り
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
根
雨
地
区
内

で
、
行
き
交
う
人
に
啓
発

チ
ラ
シ
を
配
り
、
交
通
事

故
と
特
殊
詐
欺
被
害
の
防

止
を
呼
び
か
け
た
り
、
町

役
場
で
、
特
殊
詐
欺
被
害

な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の

防
災
行
政
無
線
放
送
の
録

音
を
行
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

　

中
口
さ
ん
は
、「
町
の

皆
さ
ん
が
温
か
い
言
葉
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
射
撃

を
通
し
て
、
良
い
結
果
が

報
告
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
」
と
、
笑
顔
で

次
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。


